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林
業
生
産
活
動
が
停
滞
を
続
け
る
中
、
林
業
を
活
性
化

し
、
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
林
業
の
採
算
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
我
が
国
の
私
有
林

の
所
有
規
模
は
零
細
で
、
個
々
の
森
林
所
有
者
等
が
単
独

で
効
率
的
な
施
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。こ
の
た
め
、

林
業
事
業
者
等
が
隣
接
す
る
複
数
の
森
林
所
有
者
等
か
ら

路
網
の
作
設
や
間
伐
等
の
森
林
施
業
を
受
託
し
、
一
括
し

て
作
業
を
行
え
ば
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
生
産
ロ
ッ
ト
の

大
型
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
集
約
化
施
業
」

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
集
約
化
施
業
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
個
々
の
森
林
所
有
者
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と

が
不
可
欠
で
、
こ
の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
具
体
的
な
施

業
プ
ラ
ン
や
事
業
見
積
書
な
ど
を
作
成
し
、
森
林
所
有
者

に
事
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
の
が
「
提
案
型
集

約
化
施
業
」（
以
下
、「
提
案
型
施
業
」
と
い
う
）
と
い
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
提
案
型
施
業
へ
の
取
組
は
、
平
成
九
年
に

京
都
府
南
丹
市
の
日
吉
町
森
林
組
合
が
初
め
て
実
施
し
、

そ
の
後
、
日
吉
方
式
を
取
り
入
れ
た
提
案
型
施
業
の
取
組

は
、
全
国
の
林
業
事
業
体
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
吉
方
式
に
な
ら
っ
て
提
案
型
施
業
に
取
り
組

ん
だ
各
地
の
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
事
業
体
も
、
地
域
の

森
林
の
特
性
を
活
か
し
た
独
自
の
取
り
組
み
を
展
開
し
始

め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
提
案
型
施
業
の
先
駆
者
で
あ
る

日
吉
町
森
林
組
合
と
と
も
に
、
三
重
県
松
阪
市
の
松
阪
飯

南
森
林
組
合
、
群
馬
県
藤
岡
市
の
多
野
東
部
森
林
組
合
の

三
組
合
の
取
組
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

広がりを見せる
提案型集約化施業

業
プ
ラ
ン
」
と
題
さ
れ
て
い
る
施
業
提
案

書
は
、
当
時
は
「
森
林
の
カ
ル
テ
～
森
の

診
断
書
～
」
と
い
う
名
称
で
森
林
所
有
者

に
対
し
て
間
伐
の
必
要
性
や
事
業
見
積
り

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
か
ら
利
用
間
伐
に
転
換

作
業
道
網
飛
躍
的
に
伸
び
る

日
吉
町
森
林
組
合
に
よ
る
提
案
型
施
業

の
実
績
は
、
平
成
一
四
年
度
ま
で
は
年
間

一
六
〇
㌶
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
一
七
年
度

に
か
け
て
年
間
三
〇
〇
㌶
か
ら
三
八
〇
㌶

へ
と
上
伸
し
ま
し
た
。
そ
し
て
作
業
道
の

開
設
延
長
も
平
成
一
四
年
度
ま
で
は
年
間

五
千
㍍
前
後
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
一
七

年
度
に
か
け
て
は
施
業
面
積
の
増
加
に
合

わ
せ
て
六
千
㍍
か
ら
一
万
㍍
へ
と
上
昇
し

て
い
ま
す
。
単
純
に
年
度
ご
と
の
作
業
道

開
設
延
長
を
間
伐
面
積
で
割
る
と
、
平
成

一
七
年
度
ま
で
は
㌶
当
た
り
二
〇
～
三
〇

㍍
程
度
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

大
き
く
す
う
勢
が
変
化
し
、
平
成
一
八
年

度
は
㌶
当
た
り
六
八
㍍
に
、
平
成
一
九
年

事業概要を説明する
森林施業プランナーの

小林さん

提
案
型
集
約
化
施
業
の
先
駆

日
吉
の
森
復
活
作
戦
か
ら
展
開

日
吉
町
森
林
組
合
（
井
尻
浩
義
代
表
理

事
組
合
長
）
は
、
平
成
八
年
ま
で
は
日
吉

ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
水
没
す
る
地
域
の
森

林
伐
採
を
主
体
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業
が
終
了

す
る
こ
と
で
組
合
の
新
た
な
事
業
展
開
が

必
要
と
な
り
、
こ
こ
で
新
た
に
展
開
し
た

の
が
「
日
吉
の
森
復
活
作
戦
」
で
し
た
。

戦
後
植
栽
さ
れ
た
森
林
が
、
材
価
の
低
迷

等
を
背
景
に
、
間
伐
が
行
き
届
か
な
い
状

態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態
を
見
て
、
間

伐
の
必
要
性
を
個
々
の
森
林
所
有
者
に
働

き
か
け
、
複
数
の
森
林
を
団
地
化
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
な
間
伐
の
実
施
を
図
る
も

の
で
し
た
。
今
日
、
日
吉
の
森
「
森
林
施

特　集

日
吉
町
森
林
組
合
（
京
都
府
南
丹
市
）
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か
か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
区
域
全
体
に

お
い
て
利
用
間
伐
を
徹
底
す
る
こ
と
は
む

し
ろ
造
材
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
、
最
善
の
策
と
は
言
え
な

い
こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
効
率
化
へ
の
取
り
組
み

素
材
生
産
11
ｍ３

/
日
・
人
を
実
現

日
吉
町
森
林
組
合
が
現
在
所
有
し
て
い

る
林
業
機
械
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
伐
倒
造
材

機
）
一
台
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
積
載
式
集
材

車
両
）
三
台
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
つ
き
パ
ワ
ー

シ
ャ
ベ
ル
五
台
と
作
業
道
開
設
用
パ
ワ
ー

シ
ャ
ベ
ル
一
台
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
の
伐
倒
作
業
が
加
わ
り
ま

す
。
も
っ
と
も
生
産
性
が
高
い
林
業
機
械

は
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
た
め
、
常
時
四
～
五
箇

所
の
現
場
を
施
業
す
る
中
で
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
を
効
率
よ
く
配
置
す
る
こ
と
が
施
業
管

理
上
欠
か
せ
な
い
事
項
と
な
っ
て
き
ま
す
。

日
吉
町
森
林
組
合
で
は
、
旧
来
あ
っ
た
作

度
は
㌶
当
た
り
一
五
七
㍍
、
平
成
二
〇
年

度
は
㌶
当
た
り
一
二
七
㍍
と
大
き
く
増
加

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
作
業
道
の
開
設
延
長
が
延

び
た
背
景
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
伐
が
切
り

捨
て
主
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成

一
八
年
度
以
降
は
利
用
間
伐
に
主
体
を
移

し
た
た
め
で
す
。
間
伐
材
の
販
売
・
利
用

を
図
る
た
め
に
は
伐
倒
し
た
木
材
を
搬
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
密
度
の
作
業
道

を
設
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

現
在
、
日
吉
町
森
林
組
合
は
作
業
道
開

設
の
目
安
を
㌶
当
た
り
一
〇
〇
～
一
五
〇

㍍
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
伐
倒
木
の
全
て

を
搬
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
㌶

当
た
り
二
〇
〇
㍍
の
作
業
道
開
設
が
必
要

と
見
て
い
ま
す
。
間
伐
で
は
劣
勢
木
や
被

害
木
も
除
去
す
る
た
め
製
材
用
や
合
板
用

と
し
て
利
用
で
き
る
数
量
に
も
限
界
が
あ

り
、
ま
た
路
網
開
設
に
は
当
然
コ
ス
ト
も

作業道の開設

ハーベスタでの造材

集積場での種分け

業
班
別
の
区
分
け
を
撤
廃
し
、
作
業
員
が

作
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
担
当
セ
ク

シ
ョ
ン
を
流
動
化
で
き
る
よ
う
作
業
員
の

多
能
工
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
年
前
か
ら
は
現
場
の
進
捗
状

況
が
一
目
で
わ
か
る
グ
ラ
フ
も
作
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

現
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
作
業
の
進

捗
状
況
に
合
わ
せ
た
事
業
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
れ
ば
作
業
の
改
善
を
、
ま
た
コ
ス
ト
が

か
か
り
す
ぎ
て
い
れ
ば
削
減
の
可
能
性
を

各
自
が
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
の
成
果
と
し
て
、
現

在
の
素
材
生
産
の
功
程
は
一
人
一
日
当
た

り
一
一
立
方
㍍
に
ま
で
高
ま
り
ま
し
た
。

森
林
組
合
の
目
標
は
一
三
立
方
㍍
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
「
一
三

立
方
㍍
に
ま
で
生
産
性
が
高
ま
れ
ば
、
搬

出
コ
ス
ト
が
下
が
り
、
現
状
の
木
材
価
格

で
も
何
と
か
採
算
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
日
吉
町
森
林
組
合
小
林
耕
二
郎
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

搬
出
し
た
丸
太
の
販
売
先
は
、
製
材
向

け
が
二
〇
％
、
合
板
と
チ
ッ
プ
向
け
が
そ

れ
ぞ
れ
四
〇
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
合

板
、
チ
ッ
プ
向
け
の
比
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
林
ベ
ニ
ヤ
産
業
株
式
会
社
や
株

式
会
社
日
新
な
ど
の
合
板
工
場
が
比
較
的

近
く
に
位
置
す
る
た
め
、
Ｂ
材
や
Ｃ
材
が

比
較
的
有
利
に
販
売
で
き
ま
す
が
、
一
方

で
は
製
材
用
の
販
路
が
少
な
い
た
め
、
今

後
、
間
伐
の
回
数
が
増
え
、
大
径
木
の
生

産
比
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
販
売
面
で
は

不
利
と
な
る
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
日
吉
町
森
林
組
合
で
は
、
近
隣
の
原

木
市
場
の
市
況
動
向
も
常
時
把
握
し
な
が

ら
、
製
材
用
材
の
販
路
拡
大
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

●
施
業
委
託
し
た
森
林
所
有
者
の
声

森
林
所
有
者
　
井
上
　
文
吾
さ
ん

植
栽
し
た
樹
木
も

四
〇
～
五
〇
年
生
に

育
っ
て
く
る
と
、
と

て
も
個
人
で
管
理
で

き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
森
林
は
手
を
入
れ
な
く
て
も
そ

れ
な
り
に
成
長
し
ま
す
が
、
細
長
く
育
つ

た
め
共
倒
れ
の
状
態
に
成
り
易
く
な
り
ま

す
。
手
を
入
れ
て
こ
そ
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
資
産
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
日
吉
町
森
林
組
合
さ
ん
に
委
託

し
て
、
非
常
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
赤
字

に
も
な
ら
な
か
っ
た
し
ね
。
で
も
本
心
は
、

次
世
代
に
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
自
分
の
代

で
の
楽
し
み
が
増
え
た
こ
と
が
一
番
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
作
業
道
も
通
じ
、
木
も

こ
れ
か
ら
ま
た
成
長
を
み
せ
る
、
と
な
れ

ば
次
の
間
伐
が
楽
し
み
で
す
。
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三
重
県
松
阪
市
の
松
阪
飯
南
森
林
組
合

（
大
西
雅
幸
代
表
理

事
組
合
長
）
は
、
飯

高
町
森
林
組
合
と
飯

南
町
森
林
組
合
、
そ

し
て
松
阪
市
森
林
組

合
が
合
併
す
る
形
で

今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。当

森
林
組
合
の
業

務
内
容
は
素
材
生
産

が
事
業
の
主
体
と
な

る
飯
高
地
区
、
森
林
整
備
が
事
業
の
主
体

と
な
る
飯
南
地
区
、
造
園
・
土
木
用
杭
の

加
工
販
売
や
住
宅
建
設
、
家
具
製
造
販
売

な
ど
を
手
掛
け
る
松
阪
地
区
と
、
特
色
あ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
現
在
、
森
林
の
提
案
型

施
業
の
取
組
が
飯
高
・
飯
南
地
区
を
中
心

に
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
と
の
県

境
付
近
に
ま
で
拡
が
る
民
有
林
は
平
均
斜

度
三
五
度
以
上
と
急
峻
な
地
形
が
多
く
、

利
用
間
伐
を
進
め
る
た
め
、
ス
ウ
ィ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に

よ
る
機
械
式
集
材
と
併
せ
て
、
作
業
道
の

松
阪
飯
南
森
林
組
合
（
三
重
県
松
阪
市
）

延
長
が
長
く
な
る
現
地
に
お
い
て
は
架
線

集
材
も
利
用
す
る
と
い
う
施
業
体
系
が
試

行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
評
価
も
高
く
、

受
注
は
二
五
年
度
分
ま
で
予
約
済
み

従
来
、
松
阪
地
域
で
は
㌶
当
た
り
五
千

本
以
上
の
苗
木
を
植
栽
し
た
後
、
数
度
の

間
伐
に
よ
り
劣
勢
木
の
撤
去
を
行
い
、
最

終
的
に
は
一
千
本
程
度
の
優
勢
木
の
育
成

に
よ
り
無
節
の
柱
材
生
産
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

戦
後
に
植
栽
し
た
森
林
は
五
〇
年
生
程

度
に
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
長
年

に
わ
た
る
材
価
の
低
迷
で
、
間
伐
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
松
阪
飯
南
森
林
組
合
で
は
、

三
年
前
か
ら
提
案
型
施
業
を
開
始
し
、
初

年
度
と
な
っ
た
平
成
一
九
年
度
に
は
森
林

所
有
者
三
名
、
一
三
㌶
の
提
案
型
施
業
を
、

平
成
二
〇
年
度
に
は
森
林
所
有
者
一
一

名
、
二
三
㌶
の
提
案
型
施
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
一
年
度
に
は

四
〇
㌶
へ
と
拡
大
す
る
予
定
で
す
。
作
業

道
の
開
設
も
事
業
量
の
拡
大
に
併
せ
て
伸

び
て
お
り
、
平
成
一
九
年
度
で
は
九
九
六

㍍
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
年
度
に
は
三
、

三
六
三
㍍
と
な
り
、
そ
し
て
二
一
年
度
に

は
七
、〇
〇
〇
㍍
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
取
り
組
み
以
来
、
施
業
の
実
績
を
見

た
森
林
所
有
者
か
ら
利
用
間
伐
の
成
果
と

作
業
道
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
り
、
森
林

急峻な地形の中での林道の開設

間伐実施後の林内

林道の開設後周辺から間伐を実施

フォワーダによる搬出



7 林野　2009.12

組
合
に
対
す
る
間
伐
作
業
の
依
頼
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
現
状
で
は
、
機
械
班
二
班

と
架
線
班
一
班
で
年
間
四
〇
㌶
の
作
業
を

実
施
で
き
る
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
が
、

平
成
二
五
年
度
分
ま
で
予
約
が
入
っ
て
お

り
、
希
望
者
が
後
を
絶
た
な
い
の
が
実
状

で
す
。
現
在
の
課
題
は
、
年
間
四
〇
㌶
と

い
う
計
画
を
前
倒
し
で
き
る
よ
う
な
実
行

体
制
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
で
す
。」
と

語
る
の
は
松
阪
飯
南
森
林
組
合
の
森
林
環

境
部
長
の
杉
本
美
春
さ
ん
で
す
。

飯
高
・
飯
南
地
区
は
林
業
の
機
械
化
に

関
し
て
厳
し
い
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
杉
本
さ
ん
は
、「
両
地
区
の
森
林
は

平
均
斜
度
が
三
五
度
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
急
峻
す
ぎ
て
作
業
道
を
開
設
で
き
な

い
場
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
経
営
的

に
成
り
立
つ
間
伐
作
業
は
機
械
化
な
く
し

て
実
現
で
き
ま
せ
ん
が
、
急
峻
な
地
形
が

そ
れ
を
阻
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
松

阪
飯
南
森
林
組
合
で
は
、
作
業
道
の
開
設

可
能
な
地
域
で
は
極
力
プ
ロ
セ
ッ
サ
と

フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
用
い
た
伐
採
・
集
材
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
路
網
開
設

が
不
可
能
な
地
域
で
利
用
間
伐
を
強
行
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
森
林
所
有
者
に
余
計
な

費
用
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
う
い
う
場
所
は
切
り
捨
て
間
伐

を
行
っ
て
優
勢
木
の
成
長
を
促
し
、
森
林

の
健
全
な
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
が
最
善

の
策
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
利
用
間
伐
を
図
る
こ
と
が
前
提
で
す

が
、
不
採
算
エ
リ
ア
の
場
合
、
環
境
保
護

の
面
か
ら
現
場
の
実
状
に
応
じ
て
切
り
捨

て
間
伐
等
に
よ
る
施
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。次

代
を
担
う
組
合
職
員
の
育
成

組
合
初
の
Ⅰ
タ
ー
ン
者
が

中
堅
に
成
長

松
阪
飯
南
森
林
組
合
の
森
林
環
境
部
森

林
保
全
課
の
課
長
補
佐
を
務
め
る
大
西
大

輔
さ
ん
は
、
松
阪
飯
南
森
林
組
合
は
じ
め

て
の
Ⅰ
タ
ー
ン
者
で
す
。
父
親
は
松
阪
市

生
ま
れ
で
す
が
、
父
親
の
転
勤
で
大
西
さ

ん
は
埼
玉
県
志
木
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
東

京
の
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
し
た
。

松
阪
飯
南
森
林
組
合
へ
Ⅰ
タ
ー
ン
を
決

め
た
の
は
「
東
京
の
職
場
に
対
す
る
将
来

へ
の
不
安
と
父
親
の
郷
里
へ
の
郷
愁
が
心

の
片
隅
に
あ
っ
た
か
ら
」。
奥
さ
ん
の
同

意
も
得
て
松
阪
飯
南
森
林
組
合
へ
の
就
職

が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
提
案
型
施

業
の
研
修
か
ら
実
施
へ
と
新
た
な
事
業
展

開
の
実
働
部
隊
の
要
と
な
り
、
充
実
し
た

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。「
今
か
ら
あ
の
せ
わ
し
い
東
京
に
戻

る
の
は
無
理
。
こ
ち
ら
の
生
活
に
も
慣
れ

た
が
、
今
一
番
の
問
題
は
若
い
人
と
の
世

代
観
の
ズ
レ
。
自
分
も
若
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
今
新
卒
で
入
っ
て
く
る
人
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
世
界
の
人
間
で
、
決
め
ら
れ
た

こ
と
は
や
る
が
工
夫
が
な
い
」
と
、
中
堅

に
位
置
す
る
だ
け
に
後
継
者
の
育
成
に
つ

い
て
も
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

林床の枯損木は前回間伐時の残存木

説明をいただいた杉本美春森林環境部長（右）と
大西大輔森林保全課長補佐

●
施
業
委
託
し
た
森
林
所
有
者
の
声

森
林
所
有
者
　
山
本
　
務
さ
ん

平
成
八
年
く
ら
い

ま
で
は
間
伐
を
す
る

と
若
干
の
利
益
が
出

ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
そ
れ
以
降
は
持

ち
出
し
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
山
は
家

を
継
い
で
く
れ
る
人
に
何
か
の
時
に
役

立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
森
の
整
備
に
は

手
を
抜
け
な
い
の
が
実
状
で
す
。

今
回
、
松
阪
飯
南
森
林
組
合
に
提
案
し

て
も
ら
っ
た
施
業
に
よ
り
、
山
が
見
事
に

き
れ
い
に
な
る
と
と
も
に
、
林
内
に
作
業

道
も
開
設
し
て
も
ら
い
、
次
回
の
間
伐
時

に
は
効
率
的
な
作
業
が
期
待
で
き
ま
す
。

本
来
な
ら
持
ち
出
し
と
な
る
と
こ
ろ
が
、

赤
字
に
な
ら
な
く
て
済
み
、
期
待
以
上
の

成
果
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
十
分
満
足
し
て

い
ま
す
。
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多
野
東
部
森
林
組
合
（
新
井
和
子
代
表

理
事
組
合
長
）
は
平
成
一
九
年
度
か
ら
提

案
型
施
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一
八

年
度
に
林
野
庁
が
推
進
す
る
全
国
一
二
の

「
提
案
型
施
業
モ
デ
ル
組
合
」
に
選
ば
れ
た

こ
と
が
事
業
推
進
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

一
九
年
度
に
は
七
二
㌶
、
二
〇
年
度
に
は

一
〇
三
㌶
、
そ
し
て
二
一
年
度
で
は
一
二
八

㌶
の
提
案
型
施
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
着

実
に
そ
の
実
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

多
野
東
部
森
林
組
合
の
提
案
型
施
業
の

特
徴
は
、
製
材
用
材
の
販
売
比
率
が
大
き

い
こ
と
で
す
。
提
案
型
施
業
実
施
に
あ
た

り
、
地
元
大
型
製
材
工
場
と
の
間
で
各
団

地
毎
に
直
送
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
作
業
の

効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
く
に
合
板

工
場
等
が
な
い
た
め
、
曲
り
材
等
は
集
成

材
の
ラ
ミ
ナ
生
産
を
行
っ
て
い
る
製
材
工

場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

集
約
化
で
は

施
業
前
の
業
務
が
重
要

多
野
東
部
森
林
組
合
の
高
性
能
林
業
機

械
等
の
保
有
状
況
は
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
伐

木
造
材
機
）一
台
、グ
ラ
ッ
プ
ル
・
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
付
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
、移
動
式
架
線
集
材
機
）
一
台
、グ
ラ
ッ

プ
ル
付
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
林
道
開
設
用
パ

ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
）
一
台
、フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
自

走
式
運
材
機
）
二
台
と
な
っ
て
お
り
、
現

場
従
業
員
は
五
班
制
一
九
人
で
す
。

多
野
東
部
森
林
組
合
で
森
林
施
業
プ
ラ

多
野
東
部
森
林
組
合
（
群
馬
県
藤
岡
市
）

ン
ナ
ー
を
務
め
る
浦
部
秀
一
郎
さ
ん
は

「
団
地
化
計
画
の
策
定
と
そ
れ
に
関
連
す

る
森
林
所
有
者
向
け
の
林
業
経
営
相
談

会
、
地
域
施
業
提
案
会
、
そ
し
て
林
地
境

界
の
確
定
と
い
っ
た
施
業
の
前
段
階
の
業

務
が
特
に
手
間
も
掛
り
神
経
も
使
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
い
け
ば
事
業
全
体
の
半
分

が
終
わ
っ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。
そ
し
て

作
業
路
網
の
設
計
と
開
設
に
か
か
り
ま
す

が
、
長
期
に
わ
た
り
使
用
し
て
も
壊
れ
な

い
よ
う
な
作
業
道
造
り
に
気
を
配
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
苦
労
し
て
作
っ
た
作
業

道
は
、
台
風
が
通
過
し
た
後
に
は
ど
こ
か

崩
れ
て
い
な
い
か
と
心
配
に
な
り
巡
回
し

ま
す
。
気
を
揉
む
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

幸
い
こ
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
被
害
は
出
て

お
ら
ず
、
所
有
者
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
く
こ

と
は
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

年
間
一
五
〇
㌶
の

集
約
化
施
業
が
目
標

施
業
の
前
段
階
の
業
務
に
大
き
な
時
間

が
必
要
と
な
る
提
案
型
施
業
で
す
が
、
一

方
で
組
合
の
事
業
安
定
に
も
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
団
地
化
づ
く
り
の
作
業
は
怠
れ
ま

せ
ん
。
初
年
度
は
一
団
地
、
次
年
度
は
二

団
地
、
三
年
度
目
と
な
る
平
成
二
一
年
度

は
三
団
地
と
集
約
化
し
た
団
地
数
も
着
実

に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
三
〇

㌶
強
の
団
地
を
三
箇
所
程
度
、
五
～
一
〇

㌶
規
模
の
小
団
地
を
五
団
地
程
度
、毎
年
、

作業道の開設を行うバックホー

明るく日差しが差し込むようになった山

多野東部森林組合森林施業プランナーの
浦部秀一郎さん
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コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ま
と
め
て
い
く
の
が
目

標
。
そ
う
す
れ
ば
年
間
一
五
〇
㌶
程
の
事

業
規
模
を
実
現
で
き
、
素
材
生
産
も
年
間

七
、五
〇
〇
立
方
㍍
程
度
を
確
保
で
き
そ

う
で
す
。
需
要
者
側
か
ら
の
安
定
供
給
に

対
す
る
要
望
に
も
応
じ
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
わ
け
で
、
是
非
、
目
標
実
現
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
将

来
に
向
け
た
期
待
も
表
明
し
て
い
ま
す
。

積
極
果
敢
な
経
営
姿
勢
で

組
合
改
革
を
実
現

多
野
東
部
森
林
組
合
の
組
合
長
を
務
め

る
新
井
和
子
さ

ん
は
日
本
で
三

人
し
か
い
な
い

女
性
の
森
林
組

合
長
の
中
の
一

人
で
、
森
林
組

合
職
員
出
身
と
い
う
の
も
異
色
の
経
歴
で

す
。組

合
長
就
任
後
、
役
員
の
定
年
制
を
導

入
し
て
、
役
員
数
を
半
減
さ
せ
た
ほ
か
、

代
表
監
事
に
は
外
部
か
ら
会
計
士
を
招
き

経
理
内
容
の
オ
ー
プ
ン
化
に
も
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
良
い
と
思
う
こ
と
は
率
先
し

て
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
各
種

講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
積
極
的
に
職
員

や
現
場
従
業
員
の
派
遣
を
促
し
、
人
材
投

資
に
も
積
極
的
で
す
。「
私
自
身
の
定
年

ま
で
の
時
間
を
見
据
え
、
そ
れ
ま
で
に
何

と
か
若
い
人
た
ち
に
対
し
、
自
信
を
持
っ

●
施
業
委
託
し
た
森
林
所
有
者
の
声

森
林
所
有
者
　
新
井
　
初
枝
さ
ん

機
械
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
ご
主
人
は
、

そ
の
技
術
を
生
か
し
て
、
自
分
で
作
業
道
を

開
設
し
、
森
林
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
山

に
行
く
の
が
好
き
で
、
帰
っ
て
き
て
は
森
の

中
の
鳥
や
動
物
の
話
を
初
枝
さ
ん
に
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

そ
の
ご
主
人
が
他
界
し
て
か
ら
、
森
に
手
が
入
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。「
山
は
資
産
で
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
が
、
今
は
何
も
生
ん
で

く
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
固
定
資
産
税
で
お
金
が
出
て
い
く
ば
か
り

で
す
。
今
回
森
林
組
合
さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
施
業
を
お
願

い
し
た
の
で
す
が
、
施
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
ら
日
差
し
が
差
し
込
み
明
る
い
林
内
に
様
変
わ
り
し
て
お
り
、

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
主
人
が
生
き
て
い
た
ら
『
こ
ん
な
広
い
作

業
道
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
』
な
ん
て
言
う
か
も
知
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
昔
の
よ
う
な
搬
出
方
法
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
る

こ
と
を
知
れ
ば
主
人
も
納
得
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
上
に
森
が

明
る
く
健
全
に
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
普

段
、
簡
単
に
は
山
に
入
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
お
弁
当
を
持
っ
て

行
っ
て
み
た
い
気
分
で
す
。

資
産
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
る
よ
う

今
後
と
も
森
林
組
合
の
方
々
に
作
業
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」

トラックへの積み替え土場

施業後3年を経過して下層に植生が再生した森林

て
引
き
継
げ
る
強
い
組
織
に
し
た
い
」
と

新
井
組
合
長
は
自
分
の
使
命
を
語
っ
て
い

ま
す
。


